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2022年 6月 30日 

株式会社 講談社 

 

講談社が株式会社コンテンツデータマーケティングに追加出資 
―コンテンツビジネスに特化した新サービス「Uniikeyz」の開発及び販売促進を支援― 

 

株式会社講談社（本社：東京都文京区、代表取締役社長：野間省伸。以下、「講談社」）は、株式会

社コンテンツマーケティング（本社：東京都文京区、代表取締役社長：吉羽 治。以下、「CDM」）に

対し、追加出資したことを本日お知らせいたします。 

CDM は、コンテンツビジネスに特化し DX を推進する新たなサービス「Uniikeyz（ユニーキー

ズ）」を本日発表いたしました。今回の追加出資はこの Uniikeyz の開発、及び販売促進を支援する

ためのものです。 

 

講談社は、自社のコンテンツを読者へ届けるためのシステム開発に従来から取り組んできました。

読者に対してよりよいサービスを実現するには、各出版社の提供するコンテンツを横断的かつ柔軟に

管理できる仕組みが重要だと考えました。「コンテンツの届け方を、再発明する。」というスローガン

のもと、コンテンツと生活者との出会いを圧倒的に増やすことを実現するため、2020年に凸版印刷

株式会社、株式会社 CARTA COMMUNICATIONSと共同で出資し設立したのが CDMです。 

 

 

 

 

 

 

CDM 設立の 2020 年からいち早く運用を開始したものに、コンテンツビジネスに特化した ID サ

ービス「Uniikey（ユニーキー）」があります。この Uniikey はコンテンツビジネスに有用な会員認

証・管理サービスです。コンテンツのファンを覚えておくための言わば”デジタル台帳”で、個人情報

管理も最高のセキュリティレベルを誇っています。すでに「with online」「ViVi」「VOCE」「ゲキサ

カ」「クーリエ・ジャポン」「ヤンマガWeb」といった講談社内のWeb媒体だけでなく、「CLASSY.」

「HERS a table」といった影響力のある他社メディアでも導入されています。 

そして、この Uniikey を用いてさらに発展させた新たな SaaS（※）が、本日 CDM が発表した

「Uniikeyz」になります。 

 

※SaaSとは：「Software as a Service」の略。クラウドサーバーにあるソフトウェアを、インターネットを経由して

利用できるサービス。サービス提供元が用意したデジタル環境を複数のユーザーで使用するため、導入

がしやすい。運用管理コストが少なく、ブラウザがあればどこからでもアクセスが出来る仕組み。 

 

           新サービス「Uniikeyz」の詳しい説明は次ページで 
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◆「Uniikeyz」 とは 

 

 

 

 

 

 

コンテンツビジネスでは、「ユーザーとのつながりをさらに強化する」ことがより重要視されるよ

うになってきました。具体的には、ファンイベントのチケット販売、グッズの販売、ギャラリーや動

画などのデジタルコンテンツの提供、トークイベントなどのLIVE配信といった施策です。「Uniikeyz」

はより安全に、よりスマートに、コンテンツファンビジネスを実現するための企業向けサービスで

す。上のイラストのように、「Uniikeyz」は 3つのサービスから構成されています。 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

【Uniikey】 

前述したコンテンツビジネスに有用な会員認証・管理サービス。個人情報管理のセキュリティや個人

情報保護法に則したコンプライアンス対応にも、随時更新することで作業負荷を軽減。 

【Uniikey Experience Cloud】 

ファンデータやコンテンツデータを安全かつスピーディーに統合・管理でき、ファンへのメールやア

ンケートの配信も、かんたんな操作で行える。その結果も直感的な分析が可能となっているだけでな

く、より高度なテクノロジーの活用とサービス運営をしたい企業には、エンジニア向け APIも用意。 

【Uniikey D2C Cloud】 

ファンビジネスサイトの構築、オリジナル商品の開発支援、配送・カスタマーサポートの支援から、

NFTの発行・購入・所有の支援までフルサポート。たった一つのサイトで多彩なファンビジネスを

実現可能に。 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

 さらに、「Uniikeyz」には、これまでのコンテンツビジネスで培ってきた独自 AIが備わっていま

す。この AI は、長きにわたり日本語を扱ってきた出版社のノウハウと、日々配信される Web サイ

トや電子書籍の情報をもとにして継続的に学習し続け、ファン一人一人に最適なコンテンツを提供す

ることを支援します。 

 

【株式会社コンテンツデータマーケティング 会社概要】 

代表者：吉羽 治 

所在地：東京都文京区音羽 2-12-21 

設立：2020年 2月 27日 

事業内容：コンテンツビジネス基盤の企画・開発・運営、及びマーケティング 

URL： https://www.contentdata.co.jp/ 

 

 


